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１．はじめに 

本校では２年前から農産物の国際認証グロ

ーバルＧＡＰに取り組み、今年度はリンゴ、

コメ、メロンで認証を取得しています。この

取り組みは準備から審査までほとんど高校生

主体で行っており、２年前に高校で取得した

のは本校が日本初でした。 

森林科学科で履修している科目「森林科学」、

「森林経営」には森林認証についての単元が

あります。特に森林経営においては２カ所で

詳しく説明されています。本校で農作物の認

証取得活動が進む中で、森林科学科でも森林

の認証取得へ挑戦しようという声が授業の中

で生徒から上がりました。平成２９年１月頃

のことです。情報収集やインターネットでの

検索から、日本で取得されている森林認証は

日本独自のＳＧＥＣと世界基準のＦＳＣであ

ることが分かりました。そこで私たちは世界

基準であるＦＳＣに挑戦することにしたのです。 

２．森林認証とは 

「森林認証」とは、一定の基準に従って適

切に管理されている森林であることを第三者

が証明し、その森林からの産品にラベルを貼

って流通させる仕組みです。その中の「ＦＳ

Ｃ」とは、森林認証を通して適切な森林管理

を推進することを目的とした国際民間団体で、

１０の原則と７０の基準を定め、認証機関に

よる認定を行っており、本部はドイツにあり

ます。主要な国際的森林認証にはＰＥＦＣと

いう認証もあります。この２つを比較したものがこの表になります。また、森林認証

には、森林管理のＦＭ認証と、認証森林からの生産物の加工・流通過程を追跡するＣ

ｏＣ認証があります。最終製品にＦＳＣのロゴマークを付けて販売するためには、山

林だけでなく製材所や木工所などでＣｏＣ認証を取得する必要があります。本校で挑



戦するのは森林管理のＦＭ認証で、２０１７年７月の時点で、日本でこの認証を受け

ているのは３９団体しかありません。４月から本格的に活動を開始しました。本校の

教育を支援するために設立されている一般財

団法人大東農園勤学会が所有する約３２ｈａ

の農場が金木町にあり、そのうち約２０ｈａ

が実習林です。林業系の高校が所有する実習

林としては決して広くはありませんが、この

森林全体でＦＳＣの取得に取り組みました。

情報収集に伺った岩手県岩泉町役場の方から

のアドバイスで、まず、森林管理マニュアル

が必要なことが分かりました。また、ＦＳＣ

認定の認証機関も紹介していただきました。 

３．研究方法 

ＦＳＣ認証取得のためには、ＦＳＣの１０原則の中の７０の基準、約２００個ぐら

いのチェック項目をクリアーする必要があります。それらの内容を網羅した森林管理

マニュアルを作成する必要があるということになります。マニュアルには土地の登記

状況、森林基本図、森林簿、森林の現状などをまとめる必要がありました。また、森

林管理の大きな目標としては持続可能な森林生産を行い、生物や環境に配慮し、安全

な森林管理を行うことがあります。それを学校の生徒が主体で管理する実習林に当て

はめる必要があるのです。 

４．研究と実践 

まずは森林簿からそれぞれの林班ごとの境

界を明確にし、現状の本数や材積を把握する

ことを始めました。実習林での実習は枝打ち

や間伐等毎年行われていましたが、これまで

しっかりした毎木調査を元にした密度管理は

行われていませんでした。そこで私たちはで

きるだけ全域の毎木調査を行うことにしまし

た。毎木調査の方法は教科書で学習している

ので、おおよそのやり方は知っていましたが、

実習林内で行うのは初めてでした。森林簿と

現地の観察から、大東農園の森林はスギ、ア

カマツ、カラマツが主要樹種で、その中でも

スギ林が最も多く、まずはスギの毎木調査を

実施しました。樹種ごとに区別されている各

施業区のすべてスギの胸高直径を輪尺を用い

て測定していきました。また、標準木の樹高

をワイゼ式測高器で測定していきました。例

として「施業区ろ１２」の毎木調査の結果を

示します。ろ１２は樹齢８２年生のスギで面積１．１０ｈａです。現在の平均胸高直



径が０．３８ｍ、平均樹高が２９ｍで本数は

ｈａ当たり５９７本になりました。これらの

結果を青森県のスギ密度管理図に照らし合わ

せ、現在の林分状況を把握し、適正本数を導

き出します。現在の収量比数は０．８となり、

やや密の状況で、間伐後の収量比数を０．６

５とすると矢印がこのように変化します。そ

の点を真下に下ろすと適正本数は約４００本

になり、間伐が遅れているということが理解

でき、ｈａ当たり約２００本の間伐が必要であることが分かりました。また、大東農

園のスギ林の場合の施業体系図はこのようになります。 

しかし、実際にはこのような密度管理図の活用や毎木調査を行い植栽から現在に至

っているわけではなく、密度管理図の目標に当てはめるという施業を現在進めている

ことになります。このことを考えると毎木調査が非常に重要だということを実感でき

ました。 

毎木調査と同時進行で森林内の植物調査や

生物調査、森林モニタリングのためのプロッ

ト設置を行い、毎木調査が終了した施業区で

は密度管理図に従い間伐作業を進めています。

森林モニタリングのために設置したプロット

の樹冠投影図です。また、安全の作業のため

のスタイルとしてイヤーマフ・バイザー付き

ヘルメット、安全ズボン、安全ブーツ、安全

手袋をチェーンソーマンは装着しなければな

りません。チェーンオイルは生分解性のオイルを使用しています。 

このような準備を進め、いよいよ１０月１

２日１３日の本審査の日が来てしまいました。

審査員の先生方は東京大学大学院森林科学専

攻の白石則彦教授とアミタ株式会社ＦＳＣ担

当の小川直也さんです。本校ではＦＳＣチー

ムを春に結成し、３年生は６名、２年生は３

名で初日の書類審査に臨みました。審査は７

０の基準に従い、その中の項目をすべて一つ

一つ質問される形で進められました。質問の

例として「保護区はどこに設定していますか。」という質問に対して、保護区の地図を

出して「ここになります。」というような回答をしていきます。初日は朝の９時から始

まり夕方の５時頃まで書類審査が行われました。 

２日目は現地審査です。通常の間伐作業を行い、作業の手順や安全配慮について、

作業を観察することで審査が行われました。林業の作業ではありますが、授業の一環

での実習です。私たちは林業会社の技術者のように作業ができるわけではないので、

施業体系図 



本校の先生にサポートしていただき、一本一

本手順を確かめながら間伐していきます。か

かり木になった場合にはチルホールを用いて

伐倒することもありました。伐倒したものは

販売するために枝払いを行い、４ｍに玉切り

しておきます。現地審査は２日目の午前中で

終わりました。そして午後に審査員の先生方

からそれぞれ審査の概要について説明をいた

だきました。その結果、「重大な改善点は無く、

認証取得を本部へ推奨する。」という言葉をいただきました。本部からの審査結果は約

３ヶ月後になります。 

５．今後の課題 

いくつか小さな改善点も指摘されているの

で来年に向けて改善していきたいと考えてい

ます。また、認証は５年更新になります。そ

れまでの間に年次監査があり、年によって書

類審査、現地審査が行われます。主体で活動

していた３年生は３月に卒業します。その後

は私たち２年生が引き継いでいくことになり

ます。できることなら２０２０年の東京オリ

ンピックにも本校の認証材を提供できればと

考えているので、現在、県林政課と情報交換しながら作業を進めているところです。 

今回、ＦＳＣ取得へ挑戦し、薮こぎだった毎木調査はとても大変でしたが、森林の

仕組み、自然環境への配慮、マニュアルの重要性等を確認することができ、ますます

森林が好きになりました。高校として認証を取得できれば世界初になるそうです。こ

のような経験を今後の私たちの将来にもしっかり役立てたいと考えています。 


